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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入口から底面に向けて電池を挿入することにより、前記挿入方向と直交する方向に並
ぶ前記電池の第１および第２の端子が、前記底面に対向するように、前記電池を収納する
電池室と、
　前記第１の端子の近傍で基端部が前記底面に沿い、前記底面から前記挿入口へ向かって
延び、先端部が前記第２の端子を前記挿入方向の逆方向に弾接するように、板バネに形成
された第１の電池接片と、
　前記第２の端子の近傍で基端部が前記底面に沿い、前記底面から前記挿入口へ向かって
延び、先端部が前記第１の端子を前記挿入方向の逆方向に弾接するように、板バネに形成
された第２の電池接片と、
　前記基端部近傍から前記他方の電池接片側に突出して、前記第１および第２の電池接片
それぞれが前記基端部を中心に、前記底面に沿って他方の電池接片に向けて回転変位する
ことを防止する回り止め部と
　を具備することを特徴とする電池収納構造。
【請求項２】
　前記回り止め部は、前記第１および第２の電池接片のそれぞれに一体的に形成されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の電池収納構造。
【請求項３】
　前記回り止め部は、前記基端部近傍から前記他方の電池接片側に突出して、その先端の
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少なくとも一部が前記電池室に設けられた側壁に当接可能な形状をなす舌片からなること
特徴とする請求項２に記載の電池収納構造。
【請求項４】
　前記回り止め部の先端部には、前記第１および第２の電池接片が延びる方向と逆方向に
膨出する膨出部が設けられ、前記膨出部が前記電池室内に設けられた受け部に係合するこ
とを特徴とする請求項３に記載の電池収納構造。
【請求項５】
　前記受け部は前記底面に設けられることを特徴とする請求項４に記載の電池収納構造。
【請求項６】
　前記第１および第２の電池接片は、前記底面に対して垂直であり前記第１および第２の
端子を含む所定平面を挟むように設けられることを特徴とする請求項１に記載の電池収納
構造。
【請求項７】
　前記第１および第２の電池接片の基端部は、対向する前記電池室の側壁にそれぞれ固定
されることを特徴とする請求項１に記載の電池収納構造。
【請求項８】
　前記第１および第２の電池接片の基端部は、それぞれ前記第１および第２の側壁を挿通
し、これら基端部に連設された固定部によって、それぞれ前記電池室の外側で前記側壁に
固定されることを特徴とする請求項７に記載の電池収納構造。
【請求項９】
　前記電池室の側壁は、平面に形成され互いに対向する２つの平面と、互いに対向し円弧
を呈する２つの湾曲壁面により構成され、前記固定部は、前記湾曲壁面の前記円弧中心か
らずれた部分に固定されることを特徴とする請求項８に記載の電池収納構造。
【請求項１０】
　前記第１および第２の電池接片は、同一の形状を有することを特徴とする請求項１に記
載の電池収納構造。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばデジタルカメラの電池室に設けられる電池収納構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラの電源としての電池を収納するため、カメラ内部には電池室が設けられ
る。電池室は、２つの円柱形の乾電池、または２つの円柱形の乾電池が一体に形成された
パック型の乾電池いずれもが収納可能なものが知られている。
【０００３】
　このような電池室には、電池は例えば底面に向かって長手方向に挿入されることにより
収納され、挿入口は電池蓋で閉じられる。そして、電池室の底面および電池蓋にはそれぞ
れ、電池の両端子に接触するための接片が２つずつ設けられる。ここで、底面に設けられ
た２つの接片は弾性部材で形成され、このバネ力により電池は押圧され、電池蓋に対向す
る電池の端子は、電池蓋に設けられた２つの接片を押圧し、接触が確保されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、円柱形の乾電池は、パック型の電池に比べその長さが短い。したがって、パッ
ク型の電池のみならず、円柱形の電池も、電池蓋の接片に接触させるためには、底面に設
けられた接片のバネ力を大きくする必要がある。
【０００５】
　一方、近年デジタルカメラは小型化の要望が強く、それに伴い電池室も小型化をする必
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要がある。しかし、接片のバネ力を大きくするためには、接片を大きくしなければならず
、接片を電池室の幅方向に延ばして設けようとすると、電池室も接片の大きさに合わせて
大きくせざるをえない。
【０００６】
　そこで、接片を電池室の長手方向に延ばすことも考えられるが、底面に対向する電池の
２つの端子も、長手方向に並ぶので、接片を端子に接触させようとすると、２つの接片は
近接させて設けなければならない。このような場合、接片は、僅かに変位しただけでも他
の接片に接触する。
【０００７】
　しかし、長手方向に延ばした接片は大きなバネ力を得るためにストロークを長くしなけ
ればならず、固定部における微少量の変位でも、接片を大きく回転変位させるので、２つ
の接片の接触を回避することは困難である。
【０００８】
　そこで、本発明は、以上の問題点を鑑みてなされたものであり、近接して設けられ、か
つ長手方向に長く延ばされた接片同士が接触するのを防止するためになされたものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る電池収納構造は、挿入口から底面に向けて電池を挿入することにより、挿
入方向と直交する方向に並ぶ電池の第１および第２の端子が、底面に対向するように、電
池を収納する電池室と、第１の端子の近傍で基端部が底面に沿い、底面から挿入口へ向か
って延び、先端部が第２の端子を挿入方向の逆方向に弾接するように、板バネに形成され
た第１の電池接片と、第２の端子の近傍で基端部が底面に沿い、底面から挿入口へ向かっ
て延び、先端部が第１の端子を挿入方向の逆方向に弾接するように、板バネに形成された
第２の電池接片と、第１および第２の電池接片それぞれが基端部を中心に、底面に沿って
他方の電池接片に向けて回転変位することを防止する回り止め部とを具備することを特徴
とする。
【００１０】
　好ましくは、回り止め部は、第１および第２の電池接片のそれぞれに一体的に形成され
ており、さらに好ましくは、回り止め部は、基端部近傍から他方の電池接片側に突出して
、その先端の少なくとも一部が電池室に設けられた側壁に当接可能な形状をなす舌片から
なる。
【００１１】
　回り止め部の先端部には、第１および第２の電池接片が延びる方向と逆方向に膨出する
膨出部が設けられる場合、膨出部が電池室内に設けられた受け部に係合する。好ましくは
、受け部は底面に設けられる。
【００１２】
　第１および第２の電池接片は、好ましくは底面に対して垂直であり第１および第２の端
子を含む所定平面を挟むように設けられる。
【００１３】
　第１および第２の電池接片の基端部は、対向する電池室の側壁にそれぞれ固定されるこ
とが好ましく、さらに好ましくは第１および第２の電池接片の基端部は、それぞれ第１お
よび第２の側壁を挿通し、これら基端部に連設された固定部によって、それぞれ電池室の
外側で側壁に固定される。
【００１４】
　電池室の側壁は、平面に形成され互いに対向する２つの平面と、互いに対向し円弧を呈
する２つの湾曲壁面により構成される場合、固定部は、湾曲壁面の円弧中心からずれた部
分に固定される。また、第１および第２の電池接片は、同一の形状を有することが好まし
い。
【発明の効果】
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【００１５】
　本発明は、近接して設けられ、かつ長手方向に長く延ばされた第１および第２の電池接
片が接触することを防止する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の実施形態を図１～５を用いて説明する。図１は、電池室の斜視図を示す。電池
室１０は、例えばデジタルカメラ等の機器内部に設けられる。電池室１０は、例えば円柱
形の電池（図示せず）を２本並列して格納し、また円柱形の電池２本が一体に形成された
パック型の電池１３（図１参照）を１本格納することができる。
【００１７】
　電池室１０は側壁と底面１２を有し、側壁は平面に形成され互いに対向する第１および
第２の平面２０，２１と、互いに対向し円弧を呈する第１および第２の湾曲壁面２２，２
３により構成される。底面１２は、円柱形の電池８３が２本またはパック型の電池１３が
１本挿入されるので、長手方向の長さが幅方向の長さの略２倍である。
【００１８】
　パック型の電池１３の一方の端面４０（図３参照）には、電池１３の長手方向に直交す
る方向に並ぶ２つの端子１５，１６（図３参照）が設けられる。電池１３の他方の端面（
図示せず）には、端子が設けられない。電池１３は、電池室１０の底面１２に端面４０が
対向するように、挿入口１１から底面１２に向けて、長手方向に挿入され、電池室１０内
に収納される。挿入口１１は、電池蓋（図示せず）によって閉じられる。電池蓋が閉じら
れると、両端面は、それぞれ底面１２および電池蓋に対向する。
【００１９】
　底面１２には、２つの端子（第１および第２の端子１５，１６（図２参照））に対向す
る位置に第１および第２の電池接片３０１，３０２が設けられる。第１および第２の電池
接片３０１，３０２は第１および第２の湾曲壁面２２，２３にネジ３１１，３１２によっ
て固定される。電池蓋にも、電池２つの電池接片（図示せず）が設けられ、円柱形電池（
図示せず）が２本挿入されたときは、円柱形電池の端子がそれらの電池接片に対向する。
【００２０】
　図２は電池１３が挿入されたときの電池室１０を示す。図２、図３においては、電池１
３は挿入されているが、底面に対向する第１および第２の端子１５，１６が電池接片３０
２，３０１に接していないときの状態を示す。
【００２１】
　第１および第２の端子１５，１６は、電池１３の端面４０に比べ凹み、底面側から見て
円形に形成されている。電池１３が電池室１０内に収納されると、端子１５，１６のそれ
ぞれの中心位置は、電池室１０の幅方向（図２中上下方向）における中心平面Ｐ上に位置
する。すなわち、平面Ｐは端子１５，１６を含み、底面１２に対して垂直な平面である。
【００２２】
　第１および第２の電池接片３０１，３０２は、それぞれの基端部３２１、３２２が電池
室１０の外側から電池室１０の内側に向けて挿通し、電池室１０の外側において基端部３
２１，３２２に連設された固定部３８１，３８２によって第１および第２の湾曲壁面２２
，２３に固定されている。固定部３８１，３８２は、それぞれ第１および第２の湾曲壁面
２２，２３の円弧の中心Ｘ，Ｘ’からずれた位置に設けられる。
【００２３】
　電池室１０は、例えば直方体を呈するカメラボディ内に設けられ、第１の平面２０は、
例えばカメラボディの前壁面または後壁面に沿い、湾曲壁面２２の中心Ｘに接する平面は
カメラボディの側壁面に沿っている。すなわち、カメラボディを構成する壁面と湾曲壁面
２２の間に形成された空間は使用されない空間（デッドスペース）となる。しかし、本実
施形態においては、固定部３８１，３８２が円弧中心Ｘ，Ｘ’からずれた位置に設けられ
ているので、デッドスペースは、電池接片３０１，３０２を固定するために使用されてい
る。
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【００２４】
　図２に示すように、第１および第２の電池接片３０１，３０２は、平面Ｐを挟んで両側
に設けられている。すなわち、第１および第２の電池接片３０１，３０２は、底面１２に
対して垂直であり第１および第２の端子１５，１６を含む所定平面（平面Ｐ）を挟むよう
に設けられる。第１および第２の電池接片３０１，３０２は、それぞれ平面Ｐを横切るこ
となしに、一方の湾曲壁面２２，２３から、電池室１３の長手方向（図２中左右方向）の
中心平面Ｍを越えて他方の湾曲壁面２３，２２へ向かって延びている。
【００２５】
　図３に示すように第１の電池接片３０１は、基端部３２１において第１の底面部１２ａ
に当接している。そして、第１の電池接片３０１は、基端部３２１から電池の挿入口へ向
けて徐々に底面１２から離れて延びる。
【００２６】
　第１の電池接片３０１の先端部３３１には、図２に示すように、第２の電池接片３０２
に向けて平面Ｐまで延びる膨出片３９１が設けられる。膨出片３９１は、電池蓋側に向く
ように第１の接片３０１に対して約９０°折り曲げられて形成される突片４０１を有する
。突片４０１は、中心平面Ｐとほぼ平行に起立していて、上方から見ると、第２の端子１
６の中心位置にほぼ重なる位置に設けられる。なお、第２の電池接片３０２は、基端部３
２２が第２の底面部１２ｂに接するように設けられ、第１の電池接片３０１と同様に形成
される。
【００２７】
　電池接片３０１，３０２に当接する第１および第２の底面部１２ａ、１２ｂは、湾曲壁
面２２，２３にそれぞれ近接し、電池１３が収納されたときの電池１３の第１および第２
の端子１５、１６近傍にそれぞれ位置する。第１および第２の底面部１２ａ，１２ｂは、
第１および第２の底面部１２ａ、１２ｂの間に設けられた第３の底面部１２ｃに比べ、挿
入口に向けてわずかに高い。
【００２８】
　第１の電池接片３０１は、基端部３２１に連設され、図２に示すように第２の電池接片
３０２側に突出する舌片である回り止め部４１１を有する。回り止め部４１１の先端部に
は、第１の電池接片３０１が延びる方向とは逆方向に膨出する膨出部４２１を有する。回
り止め部４１１および膨出部４２１は、底面部１２ａに当接している。
【００２９】
　回り止め部４１１と、第１の湾曲側壁２２との間には、底面部１２ａから僅かに立ち上
がる突出部５０が設けられる。突出部５０は、回り止め部４１１に対向する側壁面５１を
有し、膨出部４２１が、その側壁面５１（受け部）に係合している。
【００３０】
　ここで、第１の電池接片３０１は、固定部３８１において、ネジ３１１によって固定さ
れているのみである。したがって、第１の電池接片３０１は、基端部３２１を中心に、底
面１２に沿って回転変位する。
【００３１】
　第１の電池接片３０１が第２の電池接片３０２に向けて僅かにでも回転変位すると、電
池接片３０１，３０２が接触するので、機器本体に電源を適正に供給でなくなる。しかし
、本実施形態においては、膨出部４２１が側壁面５１に係合するので、第１の電池接片３
０１が第２の電池接片３０２に向けて回転変位できない。よって、図２のように電池接片
３０１，３０２が近接する位置で、長手方向に長く延ばされているような場合でも、電池
接片同士の接触を防止することができる。
【００３２】
　なお、第２の電池接片３０２も、第１の電池接片３０１と同様に形成され、回り止め部
４１２と第２の湾曲側壁２３との間にも、突出部５２が設けられ、膨出部４２２が同様に
、側壁面５３に係合する。
【００３３】
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　図４に第１の電池接片３０１の斜視図を示す。電池接片３０１は、金属板から一体的に
形成され、固定部３８１と、アーム部３６１と、回り止め部４１１とを有する板バネであ
る。固定部３８１は、アーム部３６１の基端部３２１に連設され、基端部３２１に対して
図中下向きに９０°折り曲げられ、折り曲げられた後、さらにアーム部３６１の幅方向に
延びる。固定部３８１は、ネジ３１１（図２参照）を挿入するための孔３８３を有する。
アーム部３６１は、基端部３２１から先端部３３１に、図中下向きに傾くように曲げられ
つつ延びる。
【００３４】
　回り止め部４１１は、基端部３２１に連設され、電池接片３０１の幅方向に延びる。回
り止め部４１１の先端部には、アーム部３６１が延びる方向とは逆方向に膨出部４２１が
膨出する。なお、回り止め部４１１が延びる幅方向は、固定部３８１が延びる方向とは逆
方向である。また、第２の電池接片３０２と第１の電池接片３０１は、同一形状を有する
ので、量産することが容易である。
【００３５】
　図５は、電池１３が電池室１０内に収納されたときの様子を示す。電池１３が底面１２
に向けて挿入されると、第２の端子１６が第１の電池接片３０１の突片４０１を底面１２
に向けて押圧する。第１の電池接片３０１は板バネであるので、端子１６により押圧され
ると、その押圧力に反発して、突片４０１が第１の底面部１２ａを支点としてバネ力によ
り端子１６を圧接する。第２の電池接片３０２も同様に第１の端子１５を圧接する。すな
わち、電池１３は、挿入方向逆向きに第１および第２の電池接片３０１，３０２により押
圧され、これにより他端面（図示せず）が電池蓋に設けられた電池接片（図示せず）を押
圧する。したがって、電池の端面４０に設けられた端子は、底面１２に設けられた電池接
片に適正に接触し、離れることはない。なお、円柱形の電池（図示せず）を２本電池室１
０に収納する場合は、その両端部に設けられた端子が電池蓋および底面に設けられた接片
に同様に適正に接触する。
【００３６】
　なお、パック型の電池１３は、その長さが長いので、電池蓋が閉められ完全に収納され
たとき、図５に示すように電池接片３０１，３０２が略直線状になるまで、底面１２に近
づいて電池室１０内に挿入される。一方、円柱形の電池（図示せず）は、収納されたとき
、その長さがパック型の電池に比べ短いので、電池接片３０１，３０２が略直線状になる
まで挿入されない。
【００３７】
　なお、本実施形態においては、回り止め部４１１，４１２は、底面に設けられた受け部
５１，５３に係合したが、受け部５１，５３は設けられなくても良い。すなわち、回り止
め部４１１，４１２が電池室１０に設けられた側壁に当接して、電池接片３０１，３０２
の回転が防止されれば他の構成でも良く、例えば回り止め部４１１，４１２が、湾曲側壁
２２，２３に直接当接することにより回転が防止されても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施形態の電池室の斜視図を示す。
【図２】パック型の電池が挿入されたときの電池室の上方（挿入口側）から見たときの平
面図を示す。
【図３】パック型の電池が挿入されたときの電池室の側面図を示す。
【図４】電池接片の斜視図を示す。
【図５】パック型の電池が電池室内に収納されているときの側面図を示す。
【符号の説明】
【００３９】
　１０　電池室
　１２　底面
　１３　電池
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　１５　第１の端子
　１６　第２の端子
　５１，５３　受け部
　３０１　第１の電池接片
　３０２　第２の電池接片
　４１１，４１２　回り止め部
　４２１，４２２　膨出部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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